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○ 問題解決学習の指導過程や教材に関する研究

算数・数学科における問題解決学習（特に，方法型の問題解決指導）は，一般に，「問題把握」，「自力解
決」，「練り上げ」，「振り返り」といった段階を踏んで進められる教授・学習方法のことを指しますが，決してこの
ような段階に沿って授業を進めればよいといった単純なものではなく，それぞれの段階の意義や役割を理解し，
それぞれの段階に応じた適切な指導や支援が必要になってきます。私自身の研究の興味としては，小学校で
は特に「練り上げ」の段階に，中学校や高等学校では「問題把握」や「振り返り」の段階に着目して，教師の役
割や指導過程の分析，具体的な授業や教材づくりに取り組んでいます。

○ 関数の学習指導における証明に関する研究

証明を書くことの意義や機能の一つに，活動を反省し思考を整理することによって，理解の深化を促すと
いった機能があります。中学校では，主に「図形」や「数と式」の学習で証明が扱われますが，「関数」の学習で
も，事柄が正しい理由を説明するという広い意味での証明は実際に行われているはずです。このような，証明
の機能を活かし，関数の学習を豊かにしていくためにはどうすればよいのかということを研究しています。

○ 算数・数学科の学力やその評価に関する研究

教育の成果と課題を検証し，その改善を図るためには，単に点数を比較するだけではなく，「どのような」力
を児童生徒が身に付けているのか，いないのかということをより詳細に分析・把握し，改善に帰することが大切
と考えます。そのような認識から，我が国の数学教育における大規模学力調査の結果や問題作成の基本理念
等から，我が国の数学教育において求められている学力や，子どもたちの学力の現状を分析しています。

私の研究領域は，元々，算数教育や数学教育を対象とするものですので，研究によって得られた成果もも
ちろんですが，それだけではなく，日々の研究のプロセスそのものを提供することもできます。例えば，算数・数
学科の学習指導に関わる様々な課題について，その原因を分析したり，現状の改善計画を考えたり，具体的
な授業づくりや教材開発に関する指導や助言を行ったりすることが可能です。また，算数・数学教育研究に関
わる研修会等で，授業実践や教師教育に関わる講演を行うことも可能です。以下は，講演テーマの一例です。

・福岡県中学校数学教育研究会夏季研修会での講演（平成26年度）
・全国算数・数学教育研究（鳥取）大会 「高等学校」講習会講師（平成26年度）
・佐賀県教育センター「高校数学科I講座（数学のよさを実感させる課題学習づくり）」講師（平成26年度）
・尾道市立土堂小学校教育研究発表会での講話・指導助言（平成26年度）
・京築地区算数・数学強化推進合同研修会での講演（平成25年度）
・やまぐち総合教育支援センター「小・中・高・特授業改善推進リーダー養成（算数科・数学科）研修講座」講師（平成25年度）
・全国算数・数学教育研究（山梨）大会・高等学校部会・分科会での指導助言（平成25年度）
・鳥取県米子市中学校教育振興会数学教育研究会での講演（平成25年度）

キーワード

研究シーズの説明（私は、このような研究に取り組んでいます。）

成果の応用可能性（私の活動の成果は、このような分野にこのように貢献することができます。）

これまで（最近）の連携研究や社会貢献活動の実績

・問題解決 ・教材開発 ・関数 ・学力

「問題解決学習」と「教材開発」

「関数の学習」と「証明を書くこと」

「学力」と「学力調査」

教材開発 授業設計 実践指導 学力調査

・活用する力を高める算数科学習指導
・数学的活動の充実を目指した授業づくり

・数学のよさを実感させる課題学習
・数学科の言語活動の充実を図る学習指導
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キーワード

研究シーズの説明（私は、このような研究に取り組んでいます。）

成果の応用可能性（私の活動の成果は、このような分野にこのように貢献することができます。）

これまでの連携研究や社会貢献活動の実績

算数・数学を学ぶことの意義／算数的活動・数学的活動／数学史を活用した教材

授業に関わる教師の仕事とは何でしょうか？ 授業を「ツアー（旅行）」に例えて考えると，それは「ツアーの企
画・案内をすること」と言えます。つまり，ツアーの企画・案内をするために考えておくべきことと同様の内容につ
いて，教師は，授業をつくり実践するために検討しておくことが必要です。
① 旅先のどのような魅力や楽しさを，ツアーの参加者に理解してほしいのか （指導目的）
② 旅先（見どころ，食べ物，お土産，etc.）それ自体の理解 （指導内容）
③ 旅先の魅力や楽しさを，ツアーの参加者にどのように理解してもらうのか （指導方法）
④ ツアーの参加者の感想・意見・要望を，どのように把握するのか （評価）
⑤ 対象となるツアーの参加者について（年齢，興味・関心，etc.）の理解 （子どもの実態の理解）
⑥ 旅先を，どのような順序で回るのか （カリキュラム）
私の研究では，こうした点を総合的に検討しながら，算数・数学科の学習環境（授業）をデザインすることに取り
組んでいます。特に，①指導目的，③指導方法に関わる，次の３点に注目しています。
A. 実用的目的 （様々な場面で用いられる算数・数学の内容の獲得・活用をねらいとするもの。

この目的を考えるために，日常生活・職業・他教科といった場面の考察が必要になります。）
B. 文化的目的 （文化としての数学の享受・継承・発展をねらいとするもの。

この目的を考えるために，「数学史」の考察が必要になります。）
C. 算数的活動・数学的活動

（児童・生徒が目的意識をもって主体的に取り組む算数・数学にかかわりのある様々な活動・営み）
これによって，児童・生徒が「算数・数学を学ぶことの意義」を実感することが期待できると考えています。

私の研究成果は，特に，次のような算数・数学科の授業づくり・実践に役立てていただくことができると考えてい
ます。

1. 子どもたちが算数・数学を学ぶ意欲を高めたり，学ぶことの意義や有用性を実感したりできる授業
2. 算数的活動・数学的活動や活用を重視する授業

次期学習指導要領の改訂に向けた議論では，子どもたちが「何を知っているのか」を中心とする学校教育から
「何ができるようになるのか」を中心とする学校教育への転換が求められています。つまり，知識の内容に沿って
構成されていたこれまでの学習指導要領には，「子どもたちにどういった力を育むのか」という視点が欠けていた
ということです。これは，学習指導要領を構成する各教科等をなぜ学ぶのか，それを通じてどういった力が身に
付くのかという，教科等の本質的な意義に関する議論が不十分であったことにその一因があると考えています。

こうしたことを踏まえて，子どもたちに「どういった力を育むのか」「なぜその力を育む必要があるのか」「どのよ
うにその力を育むのか」といった，算数・数学科の本質的な意義をしっかりと認識した授業づくり・実践について，
校内研修等で指導助言を行っていきたいと考えています。

校内研修会（北九州市，飯塚市，岡垣町，福津市の小学校）指導助言（平成20～27年度）
言語活動の充実を図る授業実践力強化講座（福岡県教育委員会）指導助言（平成25～27年度）
北九州市立教育センター教科等研修（算数科，数学科）講師（平成26年度）
九州算数・数学教育研究大会指導助言（平成26・27年度）
宇美町小中連携授業改善研修会（算数科）指導助言（平成26・27年度）
福岡県中学校数学教育研究会研修会講師（平成27年度）
講師等授業力アップ講座（京築教育事務所，筑豊教育事務所）講師（平成27年度）
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